
家庭教育学級実践事例報告書 

 

学 校 名 等 多治見市立多治見中学校 

実 施 日 時 令和７年１０月２４日（木）  １３：５０～１４：４０ 

会 場 多治見中学校 武道場 

参  加  人  数 2年生生徒１５３名とその保護者７６名 

学習課題（分野） 
防災ワークショップ 「中学生だからできる防災」 

運営者の願い 

多治見中学校では、毎年「多中教育の日・授業参観」を実施して

います。今年度、中学 2 年生の生徒を対象とした「防災ワークショッ

プ」を実施しました。この活動で、生徒同士・保護者が、身近な危険

個所について考え、実際にその危険個所を観察してくるなどの活動

を通して、学校と家庭が協力して防災の意識を高めることを願い実

施しました。 

学 習 の 内 容 

＜防災ワークショップ協力者＞ 

講 師  名古屋工業大学 兼田研究室 学生  
顧 問  清流の国ぎふ防災・減災センター （防災士）、多治見市防災士、 

名古屋工業大学 社会工学科 教授、北海道立総合研究機構 研究員 
  

＜授業の様子＞ 

・名工大の学部生が授業者として登壇し、たいへん真摯に授業を行いました。 

・顧問の皆さんは防災のエキスパートとして授業づくりに関わってみえました。 
 
＜主な学習内容＞ 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 
【保護者の感想】 
・子ども達が、自分たちで積極的にやっていたので、脇で見ていようと思ったのですが、 
一緒にやってしまいました。防災については、関心があったので、しっかりと関わってし
まいました（笑）。家でも身近な危険個所について、話し合ってみます。 
【生徒の感想】 
・身近なところの危険が、意外と多かったと思います。実際に地図にシールを貼って、そう 
感じました。 
・友だちと相談しながら、危険なところを考えました。水まわりのところが危ないとわかり 
ました。 

学校・家庭・地域連携 

「学校…『総合的な学習

の時間』の学び、地域…自

助・公助・共助の防災活

動、家庭・・・家族の命を守

る動きづくり」と、防災の取

組は、学校、地域、家庭のそ

れぞれに関わる問題で、課

題意識を共有しやすい。 

家庭教育学級としても、

保護者（参加者）の学ぶ意

識が高かった。 

授業参観＋ワークショップ参加型＋在宅取組型（中学校） 

別紙様式１ 

１）なぜ防災について考えるべきなのか 

２）災害の種類から多治見市の災害を考える 

〇多治見市の地形から 

〇浸水した多治見中学校の廊下 

３）土砂災害とハザードマップ 

４）危険個所を見つけよう 

５）防災マップづくり 

６）今後の学習の見通しについて グループで検討した防災マッ

プについて発表する 

専門家との交流 

中学生の学びを支援す

るために、大学で専門に学

ぶスタッフや、未来をになう

学生らの協力で授業が展

開されました。専門家の知

見が活かされたワークショ

ップでした。 

中学生への期待 

参観された学校運営協

議会の方もこの授業に注

目していた。「地域において

中学生の力を借りたいの

は、実際に避難所の設営の

ときです。地域をよく知って

いる彼らの力に期待してい

ます。」とお話されていた。 



 


